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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 Denjoy写像 ：S 1→ S 1とは、円周S 1上の回転と位相共役でない円周上の同相写像である。Denjoy写像  の
顕著な特徴は、以下の２点である： 




 Denjoy写像の極小集合への制限 ：X→ XをDenjoy系と呼ぶ。空間がCantor集合で、その上の変換が極小で
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ある力学系はCantor系と呼ばれるが、Denjoy系はその典型例となる。1992年、R. H. Herman, I. F. Putnam, C. 
F.Skauは、Cantor系の解析を“adic modeling”という手法で進めるプログラムを提唱した。adic modelingに
より、一意エルゴード的Cantor系の軌道同値類の完全代表系としてDenjoy系および加算器（１を足す変換）を
採れる事が示されたが、更に解析を進めるには、Denjoy系の具体的なadic modelの構成が先ず第１に必要であ
った。 
 参考論文での主定理は、Denjoy系の連分数に基づいたadic modelの具体的構成、および軌道同値の完全不変
量である次元群（Ｋ群）の決定である。次の重要な対象は、Denjoy系の軌道構造である。これは、自然な粗視
化によるcodingの構造決定の問題に翻訳される。 
 主論文は、Denjoy系のcodingの構造決定、およびcodingと連分数に基づく数系（numeration system）の直接
的な関係を明確に示した。主論文の結果は、M.Morse, G.A.Hedlundによるcodingに関する結果（1940）を大き
く拡張したことに加え、Cantor系の解析への具体的な１つの方策を与えた。これにより、本論文は博士（理学）
の学位授与に値するものと審査した。 
